
 

 

                 （２０１２年８月号） 

 

２０１２年８月１８日（土） １３：３０～１６：３０  

●うまくなるために必要な心構えとは？ 
８月。夏休みもあと少しで終わり、というところです。 

黄色のけん玉学校 Tシャツ、ほんとに色鮮やかですね。長いことけん玉を 

趣味として続けてきましたが、こうやって仲間と一緒にけん玉をする、これ 

ほど楽しいことはないと毎回思います。人を指導することは簡単でなく、 

失敗もあるし悩むことは多々ありますが、それはそれで自分自身の試練 

でもあり成長にもつながることと思ってやっている・・ 

と、感慨にふけってどーする？ 

さらにこのけん玉学校をより良いものにしていくとともに、もっとけん玉を 

普及させなくてはならぬ。課題多いですね、努力せねば・・。 

 

認定試験の日。 

準初段１名、１級２名が合格！！今日のこの試験に合わせてしっかり練習 

をしてきたことが見て取れました。 

（１）ひたむきな努力 

（２）挑戦する勇気 

ある大学受験生がいて、入試まであと５ヶ月しかないのに家でほとんど 

勉強をせず携帯ばかりいじっている。 

  「やる気が起きない」  「何とかなるさ」 

これでは志望校に合格するはずないのだが、今までコツコツ努力する 

という姿勢や、知らないことを知ろうという意欲が低かった。このことが 

大きな要因といえるかもしれない。こういう甘い少年は社会に出たとき 

どこかで必ず痛い目を見て、自分に足りない何かを発見する。そのとき 

過去に怠けていた自分を悔いることになろうかと思う。 

 

何を書いているのか・・話がそれました。 

 

けん玉にせよ、勉強やスポーツにせよ、上の（１）（２）の２つはどうしても 

必要なことですね。それらを自分の中にしっかりと持てるということ、そう 

いう状態に、指導者や周りの大人が導いてあげなくてはいけない。 

 

そう思う。 

また来月に。 （三石） 

 


